
 

２０２６年３月１１日 赤澤大臣訓示 

おはようございます。東日本大震災から、本日で１５年を迎えます。最愛の御家族や御親族、御

友人を失われた皆様の悲しみと苦しみに思いを致しますと、今本当に胸が締め付けられる思いであ

り、哀惜の念に堪えません。ここに謹んで、亡くなられた皆様に、衷心より哀悼の誠を捧げるとと

もに、今もなお悲しみと闘っておられる皆様に心からお見舞いを申し上げます。 

何回か経産省の職員にも話したことがありますが、私自身が、防災をライフワークとするように

なったいくつかの契機があります。一つは、職業人として、運輸省航空局に入った２年目に御巣鷹

山の事故を経験したことです。さよならも言えなかった。御遺族の皆様の悲しみや怒りというもの

を目の当たりにして、多くの人命が失われる事件・事故・災害を誰よりも憎む行政マンになったと

思います。 

その後、阪神・淡路大震災があり、そして東日本大震災がありました。私自身、津波で亡くなら

れた奥様の御遺体にすがって、本当に泣き叫ぶというか、声も出ないというか、その御主人の映像

を今でも鮮明に思い出します。最も辛いことというのは、一瞬で我々を飲み込んで、最愛の家族に、

友人に、さよならを言う、そういう時間も与えてくれないということであります。本当にそういう

意味では、何の変哲もない平穏な日々がただひたすら繰り返されるということが、どれだけ幸せか

ということだと思います。そういう思いで、私はいつも３．１１の特別な日を迎えており、今日も

皆様とともに、思いを新たにしたいと思います。 

そして、この際に、正常性バイアスというものを皆様と是非共有しておきたいと思います。防災

コミュニティの間ではこれは常識でありまして、災害心理学の当たり前の言葉として知っている職

員も多いと思います。人間の心の働きで、実は我々を強くしてくれるのが正常性バイアスです。何

かが起きたときに、いや大したことではない、大丈夫だと思う心の働きです。我々全員がこれを持

っていて、何か辛いことがあったとき、困難に出会ったときに、それがあるから乗り越えられると

いう本当に大事な心の働きでもあります。しかしながら、災害にとっては最悪の事態になる。正常

性バイアスが働いた結果、我々がどう思うかというと、まだ大丈夫、自分は大丈夫、こういう心理

になるということです。だからこそ、防災コミュニティの間では、「率先避難者たれ」という言葉

があります。実は、いろいろなグループがあるときに、逃げ遅れるグループというのは、災害だ逃

げろと、津波に飲まれるぞと声をかけて、率先して逃げる人がいないグループです。このグループ

は、だいたい全滅になります。皆、最初に逃げたりすると、何か格好悪いなとか思ってしまう。と

ころが、逃げるんだと一人が立ち上がって、率先避難者たると、そのグループは助かる。これは経

験則上明らかです。それは正常性バイアスとの闘いです。平時から、どうせ何かあったって、起き

たらその時のことだと、自分は死ぬことはないと、実は私を含めて、皆思っています。だからそれ

と闘うと、私が事前防災に命をかけて、３０万人が今でも想定犠牲者数になっている南海トラフ地

震と闘って、その犠牲者を最大限減らすと、万人単位で減らすと、そのことに職業人人生のほとん

どのところを捧げてきたのは、そういう理由があります。平時であっても危機のことを思い、その

ことに備えることをしっかりやってほしいと思います。 

そして、福島の復興と東京電力福島第一原子力発電所の安全かつ着実な廃炉は、経産省の最重要

課題です。私も国会で何度も言っています。私のライフワークは防災であり、国家の生命線に関わ



る課題と考え、心血を注いでまいりました。そういう意味で、防災がライフワークの私は、次官の

勧めもあり、官房長の勧めもあり、着任後すぐに福島県に足を運びました。知事や被災自治体の首

長の皆様とお会いをし、原子力災害に係るお詫びを申し上げるとともに、福島復興に最後まで責任

を持って取り組んでいく決意をお伝えしたところです。 

私自身、御巣鷹山の事故のあと、やはり、運輸省航空局やＪＡＬに向かって、本当に怒りをぶつ

けてこられる方を心の中に持っておりますので、被災地の現場からいったいどんなお叱りを受ける

かなという思いで、足を運んだわけですが、思いがけないことに、訪問した皆様からは、これまで

の経産省の取組に対する深い感謝の気持ちを伝えられました。私にとっては、大変感銘を受ける経

験でありました。経産省の玄関に「その取組は国民に誇れるか」と書いてありますが、見事に誇れ

る取組を１５年間やってきたんだなという思いを強く持ったところで、正直、経産省に対する私の

見方が大きく転換するという契機になりました。あの瞬間に、これだけ誇りのある取組をやってき

た職員と、私も全力で向き合おうと思ったところであります。１５年もの間、現地に足を運び続け、

福島のために何ができるか知恵を絞り、信頼を築きながら、真摯に向き合ってくれたということに

ついて、心から感謝をいたします。是非、初志貫徹してほしいと思います。国民に誇れる取組を続

けてほしいということであります。 

そして、原子力災害により、突然、平穏な日常が根底から崩れ、困難な生活を余儀なくされた皆

様の苦しみ、これを忘れないように。経産省にとって、引き続き、福島第一原発の安全かつ着実な

廃炉、福島復興が最重要課題であります。福島復興を関係職員以外の皆様にも自分事として受け止

めていただきたいと思います。 

振り返れば、この１５年の間、その地道な取組に加えて、廃炉については、２回にわたり燃料デ

ブリの試験的取出しに成功しました。合計で約 0.9ｇですが大きな一歩です。ＡＬＰＳ処理水の海

洋放出も安全かつ着実に実行されています。避難指示解除の取組や、なりわいの再建も進展してき

ており、新たな産業も芽吹きつつあります。 

廃炉については、今後、最も困難な作業段階に進みます。引き続き、安全かつ着実な廃炉を実現

するべく、地域との共生に向けた取組を進めていきたいと思います。頑張りましょう。それから、

ＡＬＰＳ処理水の海洋放出についても、安全確保、輸入規制への対応、風評対策、そしてなりわい

継続支援に万全を期して対応していきましょう。 

２０２０年代をかけて、帰還意向のあるすべての住民の皆様が帰還できるよう、避難指示解除の

取組を全力で進めていきましょう。避難指示が解除された地域では、引き続き、なりわいの再建に

取り組むとともに、福島イノベーション・コースト構想の下、浜通り地域等をあらゆるチャレンジ

が可能な実証の聖地と位置づけ、新産業の創出を進めます。福島は、新しい政策の実践場として、

再生可能エネルギーの導入拡大、水素の社会実装に向けた取組、ロボット・ドローンの実証、宇宙

産業の振興など、多様な挑戦が可能なフィールドです。 

ＡＩの時代になりました。そして、我が国の勝ち筋は、ビッグデータ×ＡＩの時代に、超高齢社

会で災害大国であるということです。高齢者の皆様の数が多い、災害が多い、これは我が国の絶対

的な特徴であり、また、この経産省に絡めて言えば、ものすごく優秀な製造業の現場がある。そう



して、もう一つ、今日の時点で強調しておきたいのは、廃炉の現場があるということです。本当に

シビアなアクシデントがあったその廃炉を経験するということは、我々はそんな経験はしたくなか

ったけれども、我が国しかできないことです。東大の松尾教授の力も借りて、その現場で、フィジ

カルＡＩのデータ基盤を作ることを本気でやってみたいと思っています。経産省が、廃炉という世

界でも稀にみる困難なことに取り組んだ現場から、経産省の玄関に記載のとおり、世界に誇れる提

案をすると。「その提案は世界に誇れるか」、やってみせようじゃないかということを思っています。 

本年４月からは、第３期復興・創生期間が始まります。次の５年間は、福島復興の実現に向けた

正念場であり、これまでの取組の延長線ではなく、創造的復興をやっていかなければなりません。

この点も頑張っていきましょう。 

特に、若手職員においては、既に省内有志による芸術や文化を通じた復興にも挑戦いただいてい

るところです。しっかりやっていただきたいと思います。自由な発想を存分に発揮し、地域に寄り

添いながら、福島の復興に向けて何ができるかを真剣に考えていただければと思います。福島での

地域の実情を踏まえた政策立案の経験は、必ずや人生の糧になると思います。引き続き、力強く前

進させてまいりましょう。 

他方、こうした未来志向の挑戦を進めるための前提として、震災や事故の記憶を風化させないと

いうことにもエネルギーを注ぎたいと考えております。１５年の節目を契機として、省を挙げて各

部局において福島復興に資するプロジェクトを進めてくださっております。福島復興推進グループ

以外の皆様も、今一度我が事として福島のために何ができるか考えていただきたいと思います。 

事務次官以下の局長級職員、総務課長そして入省１年目職員が福島を訪問し、地域の現状と向き

合ってくださったと報告を受けています。本当に、あらゆるレベルでそういう取組を行っていただ

き、ありがとうございます。震災時の対応に尽力された者を中心に、改めて思うところもあったん

だろうと思います。今一度、幹部職員の確固たるリーダーシップの下で、自局において福島のため

に何ができるか深く考えて、それぞれの立場から福島復興を力強く進めていただくよう心からお願

いをいたします。 

今なお復興の最前線で闘い続けている地域の皆様を忘れることは決して許されません。決して諸

君は忘れてないと思います。一方で、今や職員の４割以上が震災後の入省者ということになります。

あの衝撃的な事故の瞬間を職業人としては経験していなかった職員が、４割以上となります。そう

いう若手でも積極的に福島復興に取り組み、活躍している職員がいます。転職して経産省から福島

に行ってしまった人もいる。経産省として、福島の現状や、震災の記憶と教訓、復興に向けた想い

を後世へ継承することが重大な責務であると思っています。いろんな機会を捉えて、次世代への継

承に努めてください。 

そして、今年、福島第一原発の事故から１５年を迎えるところですが、２月に東京電力・柏崎刈

羽原子力発電所６号機が発電を開始しました。ＤＸやＧＸの進展により電力需要の増加が見込まれ

る中、脱炭素電源の確保が国力を左右するという状況であります。エネルギーの安全保障の観点か

らも、原子力は再生可能エネルギーと同様、必要な電源です。 



本当にシビアなアクシデントを経験した我が国においては、安全性の確保と地域の皆様の理解を

大前提に、原子力も最大限活用していきたいと思います。 

柏崎刈羽原子力発電所の再稼働に先駆けて、本当に多くの関係者の皆様に努力いただきました。

地域の皆様との対話にも丁寧に粘り強く取り組んでいただき、多くの説明会を開催し、その成果と

して我々は前に進むことができます。 

一方で、浜岡原発で不正事案が明らかになりました。事実をきちんと解明し、再発防止策を出し

てもらった上で、厳正に対処していかなければなりませんし、中部電力以外の発電所についても同

様の事案がないことを確認済みではありますが、しっかり引き締めてやっていただきたい。この点

は、関係職員にきつく言っておきたいと思います。 

原子力を利用する上で、「安全神話」に陥って、悲惨な事故を一度起こしているという、痛切な

反省を、一時たりとも忘れてはならない。引き続き、関係職員を中心に、緊張感を持って取り組ん

でいただきたい。今一度、肝に銘じ、引き続き、安全性の確保を最優先に取り組んでほしいと思い

ます。 

結びになりますが、福島の復興はいまだ途上です。福島第一原発の廃炉、中間貯蔵施設の除去土

壌の県外最終処分に向けた対応、避難指示解除、産業復興など、長きにわたる闘いが今後も続きま

す。引き続き、職員一人ひとりが、福島復興にどう貢献できるかを絶えず自問し、それを行動に移

していただくようお願いをしたいと思います。そして、今日一日は、犠牲者を悼み、いろんな思い

を重ねるそういう日にしていただきたいと思います。組織文化として、世代を超えて、福島の復興

を更に前に進めていきたいと思います。 

「その提案は世界に誇れるか」。先ほども申し上げたように、我々は廃炉のところにフィジカル

ＡＩを導入することで、基盤を作ると。ＡＩが中心の世の中ですから、すべてに通じると思います。

日本の強みである製造業の現場から、世界に冠たる提案をしていきたいと思います。そして、「そ

の取組は国民に誇れるか」と、１５年間見事な取組をしてくださった諸君ではありますが、初心を

忘れることなく、引き続き、全力で取り組んでほしいと思います。 

私は、生まれてきたことは幸せなことだと思いますし、生きているだけで奇跡だと言っても、皆

様も賛同できる部分がきっとあると思います。そう思います。ただひたすら平穏な日常が、何の変

哲もない日々が繰り返されることが一番幸せなんだということは、皆様と思いを共有し、先ほどの

私がとても気に入っている「その提案は世界に誇れるか」「その取組は国民に誇れるか」「その行動

は自分に誇れるか」ということをしっかり考えながら、皆様とともに、大臣在職中、しっかり仕事

をしていきたいと思っております。 

すべての職員の更なる奮闘に心から期待をして私からの訓示を終えます。ありがとうございまし

た。 


